
＜導入した製品＞

どっと原価NEO EX

案件収支がシームレスに財務会計と連動
でき、社内の決裁速度が大幅アップ！

導入前の課題

システムを自社開発する企業は多くありますが、

開発時点でシステム拡張を想定していなかった

場合、どうしても時間の経過とともに、その後の

会社成長とシステムが合わなくなってしまうこと

が多々あります。

安積電気通信興業株式会社も自社開発システム

を使っていましたが、事業規模の拡大に伴って、

経営の見える化や業務の効率化といった課題に

直面することになりました。

浅川さんは当時を振り返って、「どっと原価

NEO」導入前の課題を3つ指摘しています。

「以前は自社開発システムを使用していたので

すが、エンジニアに偏ったシステムとなっていまし

たので、経営観点の数字の管理があいまいでし

た。」

「また、月次の数字の確定が翌月末にならない

と確定しなかったため、経営の意思決定を迅速に

行うことが難しい状況でした。」

「さらに、予算管理や承認経路をExcelベース

で行っていたため、処理の重複だったり申請の見

落としが多く発生していました。」

こうした背景から、拡張性が難しい自社開発シ

ステムに代わって、エンジニアサイドと経営サイド

に反映できるような新たなシステムの導入を検

討することになりました。

浅川さんは、システム入替の要件として次の2

つを重視したそうです。

「一点目は財務数字の確定を早くできること。

二点目は、管理の最適化を行えること。」

こうした観点から、同社のニーズに最もマッチす

る様々な候補システムを検討した結果、どっと原

価NEOの「財務会計システムとスムーズに連携で

きて、予算を含めた数字の管理が柔軟に行える」

（浅川さん）という点が、導入の決め手となったそ

うです。

安積電気通信興業株式会社

安積電気通信興業株式会社は、企業における通信（コミュニケーション）の重要性をモットーに1967
年に設立されました。「つなぐ」「きずく」「まもる」を経営ビジョンに掲げて、情報コミュニケーションを介
して人と人の心を繋ぎ、点から線へ、線からネットワークへと情報を網羅する仕組みを創造することで、
かけがえのない命と社会や企業のあたりまえの日常を日夜守っています。
同社は、よりお客様に近い立ち位置でワークスペースをデザインしながら、1社完結で配線施工から
ネットワーク構築、システム構築に至るまでのトータルサービスを請け負えることを一番の強みとして、
お客様の理想のニーズを実現するためにこれまで豊富な実績を積み上げてきました。

安積電気通信興業株式会社

□業種： 電気工事業等 □売上高： 10億～30億未満

□作業員数： 31～100人 □利用形態： オンプレミス

□住所：福島県郡山市 □TEL: 024-941-2211

□URL: https://www.asakacom.jp/

プロフィール

ＩＴ化の波が急激に加速する中、福島県郡山市に
本社を構えながら、仙台・東京にも事業所を展開し、
暮らしと技術を結ぶライフラインとして価値あるシ
ステムとサービスを提供している同社総務部・浅川
さんにお話を伺いました。

どっと原価NEO導入事例



導入後にご満足いただけた点

導入後の効果・満足した点

2015年6月にどっと原価NEOを導入したこと

により、導入前に抱えていた社内の課題はいかに

解消されたのでしょうか？システム導入後の効果

について、浅川さんはこう言います。

一つ目は「案件収支がシームレスに財務会計と

連動できるようになりましたので、社内の決裁速

度が大幅に上がりました。」

二つ目は「Excel帳票を独自様式で出力するこ

とが出来ますので、どっと原価NEOから直接、社

内資料や稟議資料を出力できるようになり、処理

作業の簡略化につながりました。」

三つ目は「データ出力も汎用性が高いので、他の

システムとの連携も容易にできるようになりまし

た。」

どっと原価NEOの会計連動オプションやExcel

フリーモジュールなど、必要な機能をチョイスして

組み合わせたことで、経営数値の集計から決裁ま

でスピーディーに行えるようになっただけでなく、

他システムと親和性が高いことにも満足している

そうです。

どっと原価NEOに今後期待すること

最後に、浅川さんは、「API公開などを通じて、外

部システムとの連携をより簡単に行えるようにな

ることを期待しています。それから、どっと原価

NEOの情報をスマートフォンからいつでもどこで

も参照できるようなアプリを開発してほしい」との

期待を述べられていました。

安積電気通信興業株式会社は、長年の経験で

培った技術とノウハウをベースに、コミュニケー

ションシステムから、音響・映像システム、防犯・防

災システムに至るまで、お客様の多様なニーズに

応じた最適な提案を通じて、積極的な事業展開に

邁進しています。

どっと原価NEOも、お客様の要望と時代の求め

るニーズを果敢に取り入れ、今後も顧客満足度の

高い製品ブラッシュアップに取り組み、経営の見

える化と業務の効率化に貢献してまいります。

①自社開発システムを使用して
いたが、エンジニアに偏ったシス
テムとなっていたため、数字の管
理があいまいだった。

②月次の数字の確定も翌月末に
ならないと確定せず、迅速な意思
決定が難しかった。

③予算管理、承認フローもExcel
ベースとなっており処理の重複
や見落としが多かった。

①システム入替の要件として、
「財務数字の確定を早くする」「管
理の最適化」の2点が重要であっ
た。

②その観点から、財務システムと
連携でき、予算を含め数字の管
理が柔軟に行えるどっと原価
NEOが最適であった。

①案件収支がシームレスに財務
会計と連動するようになり、社内
の決裁速度が大幅に上がった。

②自社様式の帳票を直接を出力
できるようになり、処理が簡略化
した。

③データ出力も汎用性が高いの
で、他のシステムとの連携も容易
にできるようになった。

ニーズ導入前のお悩み

〒920-8203 石川県金沢市鞍月4丁目115番地金沢ジーサイドビル 3階
TEL:076-225-8400 FAX:076-225-8407 https://kendweb.net
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